
鍔競り合い
お互いが接近し鍔と鍔が競り合っている場面のこと

引き技
鍔競り合い後に後ろへ引
いた時に打突する技の総
称。 「引き面」、「引き胴」
など。

打突の機会
剣道における打突の機会
「相手が 出ようとするところ」
「相手が居つ いたところ」
「相手が引いたところ」
「相手の技の尽き たところ」

全日本剣道選手権大会　試合時間と鍔競り合いの時間の比較

図１ 第 66 回全日本剣道選手権大会　試合時間と鍔競り合いの時間

 第 66,69,71 回全日本剣道選手権大会　試合時間と鍔競り合いの時間のデータセット

図２ 第 69 回全日本剣道選手権大会　試合時間と鍔競り合いの時間 図３ 第 71 回全日本剣道選手権大会　試合時間と鍔競り合いの時間

これにより、コロナ禍前後の剣道の試合における

鍔競り合いの時間の変化を見つける。

これにより、コロナ禍前後の剣道の試合における

鍔競り合いの時間の変化を見つける。

これにより、コロナ禍前後の剣道の試合における

引き技の打突数と有効本数の変化を見つける。

剣道の試合時間における鍔競り合いは本当に 50％占めているのか？
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試合動画を、出場選手全員が最初の試合となる（同条件）一回戦（全 32 試合）を以下の項目について分析をする。
①試合時間　②鍔競り合いの状態の時間を計測　③試合時間に占める鍔競り合いの割合を比較する。

全日本剣道連盟 公式 YouTube チャンネルに公開されている全日本剣道選手権大会の第 66 回 ,69 回 ,71 回の
試合動画を、出場選手全員が最初の試合となる（同条件）一回戦（全 32 試合）を以下の項目について分析をする。
①引き技の打突数 ②引き技の有効本数　を比較する。

データが示すコロナ禍剣道における勝利の方程式
コロナ禍剣道は集中力が要！？

分析１：剣道の試合時間における鍔競り合い時間の割合

3. 分析項目 4. 用語説明
新型コロナウイルスが流行し始めてから、全日本剣道
連盟は新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫
定的な試合・審判法［1］（以後、コロナ禍ルールと記
載する）を発表した。これまでの試合は試合時間の約
半分以上が、「つば（鍔）競り合い」に費やされてい
ると言われている。このルールの趣旨として『不当な
「つば（鍔）競り合い」および意図的な「時間空費」や「防
御姿勢による接近する行為」の防止。』（引用）が示さ
れた。不当な「つば（鍔）競り合い」（以下鍔競り合
いと記載する。）の防止としては感染症対策により、
鍔競り合いあるいは接近した場合は積極的に技を出す
か、積極的に解消する努力をしなければいけなくなっ
たのだ。このルールによりコロナ禍では鍔競り合いか
らの攻防を得意とした選手は自分の剣道スタイルを変
えざるを得なくなった。
このようなルール変更の下で、

どのような剣道スタイルが
勝利へとつながるのか

を調査した。

1. 概要

5. 研究方法

8. 研究方法

分析 2：鍔競り合いからの引き技の本数を比較し、打突数および有効本数を分析する。

結論

第66回全日本剣道選手権大会
第67回全日本剣道選手権大会
第68回大会を延期
第68回全日本剣道選手権大会
第69回全日本剣道選手権大会
第70回全日本剣道選手権大会
第71回全日本剣道選手権大会

時期 大会の実施
2018 年
2019 年
2020 年
2021 年

2022 年
2023 年

コロナ禍における剣道の練習風景（2022 年）

2. 背景
影響なし
影響なし
コロナ流行
コロナ禍ルールの施行
　〃
　〃
感染症 5類へ移行

コロナの影響

9. 結果

コロナ禍ルール適用前後で以下の項目①～③の
変化を分析した。

<分析１＞
剣道の試合時間における鍔競り合い時間の割合
①鍔競り合いの時間
　②試合時間

＜分析２＞
試合中の鍔競り合いからの引き技の本数を比較し、
打突数および有効本数を分析する。
　③引き技の打突数と有効本数

鍔競り合いの時間
試合時間

鍔競り合い
の占める割合 (%)＝

＝

図 5  第 66,69,71 回の試合時間の比較
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・コロナ禍ルール適用前の第 66 回では、試合
時間のうち鍔迫り合いが占める時間の割合が
約 38％を占めていた。印象的にほぼ試合時間の
半数がつば競り合いに費やされていると感じた。

 ・コロナ禍ルール適用直後の第 69 回では、約 12％
に激減していた。一方で、試合時間は伸びていた。 

・コロナ禍ルールが浸透した第 71 回では、第 69
回に比べ約23％に微増した。それにも関わらず、
試合時間は短くなっている。

第 66 回

鍔競り合いの時間が占める割合鍔競り合い意外の時間の割合

第 69 回 第 71 回

38％

62％

12％

88％

23％

77％

38％ 約12％ 約23％

・コロナ禍ルール適用直後はすぐ離れなくてはなら
なかったため、「引き技」を打つことが難しくなった。

・鍔迫り合いは減ったが、必ずしも試合時間が減る
ことにはつながらなかった。

・コロナ禍ルールが浸透した後では、一呼吸（約３秒）
の時間の中で引き技や駆け引きの攻防が多くなっ
た。そのため、第 71 回では鍔競り合いの時間が
23％となり微増した。

・コロナ禍ルール適用後、鍔競り合い（接近状態）
になったら速やかに解消するか技（引き技）を
出さなければいけなくなった。

↓
鍔競り合いになった瞬間でも
気を抜くことができなくなった。

→集中力を維持する時間が長くなった
→打突の機会が増加

新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的
な試合・審判法
［1］全日本剣道連盟 , 新型コロナウイルス感染症が収束するま
での暫定的な試合審判法 , 全日本剣道連盟公式サイト ,（2023.4
更 新）,https://www.kendo.or.jp/information/20230401/（参 照
2024.1.3）

6. 結果
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このグラフからわかること 試合時間および鍔競り合いに関する
考察

・コロナ禍ルール適用前の第66回とコロナ禍ルー
ルが浸透した第 71 回では引き技の打突数と有効
本数は同数であった。
・コロナ禍ルール適用直後の第 69 回では、引き
技の打突数は 0本であった。　
・しかし、コロナ禍ルール適用前の第66回とコロ
ナ禍ルールが浸透した第 71 回では引き技を一本
打突するのに要した時間が第 71 回の方が 150 秒
短かった。

このグラフからわかること 積極的に技を出しにいくように
変化した

図 6 第 66 回の打突数と有効本数 図７ 第 69 回の打突数と有効本数 図８ 第 71 回の打突数と有効本数

図 10 第 66 回 ,69 回 ,71 回の試合時間（秒）と打突数と
打突数 1本あたりの試合時間（秒）

引き技一本打突するのに要した時間
621秒ー471秒＝150秒

7. 考察

引き技を一本打
突するのに要し
た時間（秒）

10. 考察

図９第 66 回 ,69 回 ,71 回の打突数と有効本数

大会 第66回 第69回 第71回
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大会 第66回 第69回 第71回
打突数
試合時間

27 0 27
16,774 13,191 12,731
621打突数１本あたりの試合時間 471

全日本剣道連盟が定めた新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合審判法下では、コロナ前に比べ打突
の機会が増え、常に気の抜けない試合展開が主流となった。これらのことから、勝利へとつながる剣道スタイル
とは前に出ながら打つ技も、引き技をはじめとする、後ろに下がりながら打つ技もバランスよく使い、
全ての技において決められるバランス型の剣道スタイルであることがわかった。そして、稽古時には鍔競り
合いになってからすぐに引き技を打つ稽古や相手が引き技を打った後に攻めて打つ技の稽古などの、数多くの打突の機
会にバランスよく技を出せるような常に気を張る稽古が求められる。つまり、試合ではもちろん、稽古時から集中力
を高め、バランスよく攻める剣道をすることがコロナ禍剣道における勝利の方程式と言える。

第66回と71回の試合時間（秒）の差
16,774秒ー12,731秒＝4,043秒（67分23秒）

第66回と71回の打突数１本あたりの
試合時間の差
第66回　16,774秒÷27本＝621秒（10分21秒）
第71回　12,731秒÷27秒＝471秒（7分51秒）

勝つためには、打突の機会を
増やす必要が出てきた！

↓
引き技を打つ選手が増えた？

図4第66,69,71回の試合時間における鍔競り合い時間の比較

動画
N0 選手名

試合時間
（秒）

鍔迫り合いの
時間（秒）

鍔迫り／
試合時間

6 嶌津vs松崎 716 373 52.09%
7 森角vs岩切 378 132 34.92%
8 山本vs平野 540 187 34.63%
9 千田vs恒川 255 30 11.76%
10 西村vs後藤 180 90 50.00%
11 中澤vs山下 640 335 52.34%
12 桐石vs村方 469 232 49.47%
13 村松vs古畑 408 190 46.57%
14 塩谷vs勝見 158 28 17.72%
15 下重vs林田 314 52.33%
16 大石vs望月 300 78 26%
17 前田vs宮本 307 124 40%
18 安藤vs坂口 224 86 38%
19 尾池vs足立 505 251 50%
20 白鞘vs佐藤 441 236 54%
21 嘉数vs久田松 733 123 17%
22 内村vs渡部 464 182 39%
23 斎江vs橋本 488 161 33%
24 原口vs松本 544 176 32%
25 村上vs大谷 986 182 18%
26 小谷vs國友 1320 632 48%
27 平井vs土田 1695 483 28%
28 上江冽vs笠原 300 72 24%
29 西村vs野村 577 111 19%
30 日置vs竹下 352 183 52%
31 村上vs佐藤 492 308 63%
32 赤塚vs福田 448 204 46%
33 山田vs坂口 648 368 57%
34 前田vs小江 732 234 32%
35 西野vs菅野 300 138 46%
36 小木vs濱崎 300 113 38%
37 山名vs松崎 274 95 35%

動画
N0 選手名

試合時間
（秒）

土谷vs納谷
地白vs富松
白木vs柴田
佐藤vs嘉陽
鈴木vs勝見
澁谷vs寺島
矢野vs石田
阿部vs山田
黒川vs棈松
高田vs高
尾池vs菊池
林田vs白鳥
畠中vs牧島
合屋vs杉田
菅野vs中村
佐々木vs村上
國友vs村山
金森vs長田
吉田vs西原
宮本vs中本
矢口vs青木
大平vs三田
永山vs矢野
泉vs草野
加藤vs星子
山本vs久田松
竹ノ内vs阿部
今村vs武田
三雲vs松本
足立vs安藤
吉田vs木島
和田vs平子

鍔迫り合いの
時間（秒）

鍔迫り／
試合時間

動画
N0 選手名

試合時間
（秒）

鍔迫り合いの
時間（秒）

鍔迫り／
試合時間

染谷vs林
村上vs鈴木
石本vs合屋
菅野VS宮崎
槌田VS小角
伊澤VS上野
柴田VS望月
星子VS大田
足立VS内堀
山下VS芳賀
中山VS松﨑
斎藤 VS三浦
山本VS矢野 
堤VS日向 
谷VS折田
山本 VS大城戸
竹ノ内VS吉武
屋富祖VS竹政
大平VS松尾
千田VS山本
棈松VS坂口
泉VS坂本
国友VS黒川
小倉VS大塩
棗田VS江原
山崎VS真田
西澤VS池田
相馬VS橋本
伊藤VS椋梨
笹川VS中澤
三雲VS兵藤 
坂本 VS林田

第 66回大会（2019 年） 第 69 回大会（2019 年） 第 71 回大会（2023 年）


